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平成２８年度事業報告書

１．学力養成を行う民間教育組織に関する支援及び能力開発事業

(1)学習塾認証に関する事業を運営した。
特定商取引に関する法律、個人情報保護法等の法令の遵守、サービス内容等の消費者へ

の適切な情報提供、顧客相談窓口の充実など認証基準に適合する学習塾事業者を評価する

学習塾認証制度を運営した。認証機関として、２回の判定委員会を開催して新規３社、更

新３１社の認証付与を決定した。

(2)学習塾における労働環境に関する認証事業を運営した。

厚生労働省及び文部科学省が公表した学生アルバイトの労働条件に関する自主点検表

に沿って策定した安心塾バイト認証基準に適合する学習塾事業者を評価する学習塾認証制

度を運営した。認証機関として、１回の判定委員会を開催して新規３社の認証付与を決定

した。

(3)学習塾事業者に益するためにセミナー、 研修会を実施した。

1) 平成 28年 5月 29日 福岡県・福岡市

2) 平成 28年 6月 10日 滋賀県・草津市

3) 平成 28年 9月 18日 岡山県・岡山市

4) 平成 28年 11月 23日 群馬県・高崎市

(4)学習塾法務管理者制度を運営し、講習会等を実施するとともに学習塾法務管理者資格の
認定を行った。

事業者が、学習塾における事業活動の適正化に関する自主基準ほか、特定商取引法、個

人情報保護法、景品表示防止法等、学習塾に関する法令遵守（コンプライアンス）を行う

ことは重要なことである。当協会はこうした法令遵守のために必要な知識技能の習得した

人材を養成することを目的とした学習塾法務管理者制度を運営するとともに上級法務管理

者講習会を実施した。上級法務管理者講習会は今年度からＤＶＤによる受講ができるよう

になった。また、事業者セミナーとして学習塾のためのコンプライアンス講習を同時開催

した。資格取得者には２年間の有効期限を設定し、認定証等を交付した。

・法務管理者講習会

平成 28年 11月 6日 東京都・千代田区

(5) 協会ニュース等を発行した。
協会は、国、行政、学習塾、関連業界、教育の情報、協会、支部の活動、会員の動向等

を的確に知らせるとともにコンプライアンス、子どもの安全対策等、学習塾に有益な情報

を提供し、業界の実態を広く周知させるために協会ニュース等を発行している。
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協会ニュースを年間全４回発行するとともに、記事に関して可能な限りホームページに

掲載した。

1) 平成 28年 4月
2) 平成 28年 7月
3) 平成 28年 10月
4) 平成 29年 1月

(6) 学習塾講師検定制度を運営した。
協会では、学習塾における優秀な人材の確保・育成を図ることを目的に、学習塾講師に

共通して求められる基礎的な知識や技術、能力を具体的に記述したコンピテンシーディク

ショナリを評価項目とし、審査が客観的かつ統一的になされるよう具体的な採点方法や判

断基準を明示した評価マニュアルを評価基準とした学習塾講師検定制度を運用・実施した。

①集団指導１級・２級・３級試験の運用

目安として３年以上の集団指導の実務経験を有する講師を対象に指導のポイントや原則

を実践に十二分に活用できるレベルの人材を認定する集団指導１級試験、１年以上の集団

指導の実務経験を有する講師を対象に一人前の講師として教壇に立てるレベルの人材を認

定する集団指導２級試験を運用・実施した。また、２級における基礎知識・筆記試験合格

レベルを３級として運用・実施した。

②集団指導１級・２級における更新制度の運用

資格取得時の学習塾講師としての能力の維持･向上をはかるため、更新制度を運用・実施

した。

(7) 塾の日シンポジウム 2016を開催した。
学習塾の業界にあっても、国際化、情報化、個性化等の変化の波が時々押し寄せてきて

いる。多様化する教育需要に対して真摯に取り組み、地域社会において、明日の日本を担

う青少年の健全な育成に貢献することによって、国民の信頼に応えるべく努力することが

要請されている。

このような実情に鑑み、学習塾の質的向上を図り学習塾に対する正しい認識と信頼を獲

得するための契機とするとともに、学習塾の健全な発展を願って 10月９日を『塾の日』と
定め、学習塾の活動を広く社会にアピールし、学習塾と社会・家庭・生徒との信頼の輪を

広げていくこと及び学習塾関連産業の振興を図ることを目的として、経済産業省並びに文

部科学省の後援を得て三重県四日市市・プラトンホテル四日市において開催した。

平成 28年 10月 16日（日） 三重県四日市市・プラトンホテル四日市

２．学力養成を行う民間教育組織に関するより良い市民社会の形成を推進する事業

(1) 全国読書作文コンクールを開催した。
明日を担う児童生徒に、良書との出会いにより感動することのすばらしさを体得する機
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会を与え、豊かな感性を育むとともに、その感動を文章に表現することによって読書力・

文章力・創造力の向上を図ることを目的として第 26 回全国読書作文コンクールを開催し
た。

その概要は以下の通り。

①選考委員会

平成２８年１０月５日に協会会議室において選考委員会（最終審査）を開催し、

大賞２点、最優秀賞７点を選定した。

②専門委員会

・第１回専門委員会

平成２８年１月１８日に協会会議室において第１回専門委員会を開催し、対象

図書候補として出版社２０社より小学生２５点、中学生２８点の応募があり、

審議の結果、以下の通り選定した。

[小学生の部]

スプーン王子のぼうけん 鈴木出版

先生、しゅくだいわすれました 童心社

しあわせな動物園 国土社

[中学生の部]

ホップ、ステップ！卓球部 新日本出版社

川床にえくぼが三つ 小学館

福の神になった少年 佼成出版社

[小学生・中学生の部共通]

海辺の宝もの あすなろ書房

極北の犬トヨン 徳間書店

幸せとまずしさの教室 少年写真新聞社

光を失って心が見えた 金の星社

・第２回専門委員会

平成２８年９月２０日に協会会議室において第２回専門委員会（中央審査）を

開催し、支部審査通過作品９１点（小学生５８点、中学生３３点）の中から

２８点（小学生１６点、中学生１２点）を選定し、最終審査対象作品とした。

また、キラリ賞６点を選定した。

③表彰式

平成２８年１０月１６日に三重県四日市市・プラトンホテル四日市にて開催した

塾の日シンポジウム２０１６四日市大会において多数の出席を得て大賞及び最優

秀賞受賞者の表彰式を行った。

④結果

主として会員塾に対して４月と７月に、参加依頼文、応募要項（保護者向けチラ

シ）を送付するとともに協会ニュースや協会ホームページ等で参加を呼びかけた。

また、生徒用マニュアル、塾講師用指導マニュアル、昨年度優秀作品集を配布し、

読書作文意欲の喚起に努めた。
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２，４９６点の応募があり、塾内選考、支部審査、中央審査、最終審査等の各審査を

経た結果、別添受賞者一覧のとおり、表彰した。

図書販売冊数１，９４１冊、受賞作品数２２６点を数え、内訳は大賞２点、最優秀賞

７点、優秀賞１９点、特選６３点、入選１２９点、キラリ賞６点となっている。

選考委員会からは応募作品の質的向上が指摘され、とくに他のコンクールと比較

してもレベルが高いとの評価があり、児童生徒の読書力・文章力・創造力の向上

に資するところになっている。

(2)進学相談会等を開催した。
公教育のスリム化や学力及び学習意欲の低下が、国民生活に影響を及ぼすころ、真に学

力・知力をつけさせたいと考える生徒やご家庭にとって、どういった学校がどのように教

育方針を掲げ、実行しているのかということを知るのは大変重要な橋渡しになります。協

会は賛助会員をはじめとした私学と連携し、「教育の民営化」をも視野に入れて、生徒・保

護者等に対して、より詳しい情報・助言を提供することを目的に進学相談会等を開催した。

1) 平成 28年 9月 19日 大阪府・大阪市

2) 平成 28年 10月 23日 宮城県・大崎市

3) 平成 28年 9月 10日 大阪府・柏原市

4) 平成 28年 10月 30日 宮城県・仙台市

5) 平成 28年 11月 6日 宮城県・石巻市

6) 平成 28年 12月 4日 大阪府・大阪市

(3) 進学・教育に関する情報交換会等を開催した。
学習塾と私学が進学に関する情報や教育実態に関する情報等を幅広く交換し懇親を深め

た。

1) 平成 28年 5月 12日 三重県・津市

2) 平成 28年 6月 24日 宮城県・仙台市

3) 平成 28年 6月 28日 宮城県・仙台市

4) 平成 28年 6月 29日 宮城県・仙台市

また、民間教育機関相互における進学に関する情報や教育実態に関する情報の交換や助

言を行う。

1) 平成 28年 11月 18日 兵庫県・尼崎市

(4) 教材教具情報機器展示会を開催した。
学習教材をはじめＩＴ化路線を背景に高度化する設備投資等、学習塾にとって教材教具、

情報機器の充実は児童生徒に良質な教育を提供する上できわめて重要な要素であることに

鑑み、児童生徒に有益な教材教具、情報機器等を展示・公開する活動を行った。

1)平成 29年 1月 19日 三重県・津市

2)平成 29年 2月 2日 栃木県・宇都宮市
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(5) 「学習塾何でも相談窓口」 を開設し、相談を受けた。

消費者や消費生活センターなどからの学習塾に関する問い合わせや苦情等に対して、学

習塾への正しい認識と信頼の確保を目的として電話及び E メールによる相談窓口を設置
し、相談に応じた。 .

(6)国民と民間教育機関・施設(学習塾等)との役務取引が適正に行われるために資する活
動、並びに、民間教育機関・施設(学習塾等)に通う子どもたちの安全確保のために、安全

を重視した学習環境の整備や教職員の資質の向上、通塾時における安全の確保等に関する

活動を行った。

具体的には、学習塾における事業活動の適正化に関する自主基準、学習塾に通う子ども

の安全確保ガイドライン及び学習塾事業者における新型インフルエンザ対策ガイドライン

等を公表して子どもならびに消費者の安心・安全を推進した。

(7) 教育委員会や地方自治体から学習塾業(民間教育機関)に対し教育資源としてのニーズ
が高まっている現状において、児童生徒の学力向上のために積極的に連携・協力を行った。

大阪府大東市の委託を受けて、同市施設において一年間、学力向上推進事業(土曜教室、

夏期講習会)を行った。

大阪府門真市の委託を受けて、同市施設において一年間、中学生放課後学習支援事業を

行った。

三重県伊勢市の委託を受けて、同市施設において一年間、小学生及び中学生に学習サポ

ート事業を行った。

大阪府忠岡町の委託を受けて、同町施設において一年間、小学生に土曜学習支援事業を

行った。

宮城県大和町の委託を受けて、同町施設において一年間、中学生に土曜学習支援事業を

行った。

また、教育委員会や地方自治体と継続的な情報交換を行うとともに、求めに応じて講演

活動を行った。

(8)東日本大震災等により被災した児童生徒に対する「被災児童生徒支援塾」に関する情報
提供を行った。

一時的に避難・転居等を余儀なくされた児童生徒に対する支援を目的として、授業料や

教材費等を減免とする等して受け入れを行う「被災児童生徒支援塾」に関する情報をホー

ムページ等で公表した。

３．民間教育及び民間教育組織に関する調査研究事業

(1) 非公式教育サービスの国際標準に関する調査研究を行った。
協会では、学習サービス事業者団体連絡協議会に加盟するなどして公教育以外の教育サ

ービスに関する国際標準 (ISO29990) の内容に関与し国内外の動向を見守るとともに、学
習塾業に与える影響等について調査研究を行った。
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４．その他法人の目的を達成するために必要な事業

(1)広報活動を行った。
会員名簿を作成するとともに、協会概要書等の配布及びポスター等の制作・掲示を行っ

て協会活動をアピールした。

(2)ホームページを管理・運営を行った。
協会ニュース及び協会活動のほか行政情報など、国民または民間教育事業者に情報提供

を行った。

協会のアピール、学習塾講師検定制度の紹介、学習塾認証制度の趣旨説明と紹介、その

他会員及び生徒・保護者への情報提供をひとつの柱とし、一方で、何でも相談室の充実を

図り情報収集を行った。また、最近増加している協会ホームページへのリンク依頼につい

て厳選し、より公共性の高い情報の拡がりに努めた。 .

(3) 学習塾事業に関する内外関係機関の事業を後援・協賛した。
当協会は学習塾団体など内外の関係機関の主催する事業に対し、公益性があると判断し

たものに後援または協賛を行った。

(4)国などが設置・運営する協議会及び連絡会議の構成員として連携・協力を行った。
内閣府が主催する子供の未来応援国民大会に参加して、関係機関と連携を図り協力を行

った。

公益社団法人日本広告審査機構が主催する関係団体協議会、ISO/TC232 国内審議委員会
が主催する国内審議委員会、JIS Q 15001 改正原案作成委員会の構成員として参画した。

(5) 全国の学習塾団体と連携を図り協力を行った。

５．その他

(1) プライバシーマークに関する事業を行った。
プライバシーマーク制度の指定審査機関として、会員対象にプライバシーマーク審査を

実施した。

プライバシーマーク制度の付与認定指定機関として、２回の審査委員会を開催して１社

の新規認定、７社の更新認定を決定した。ほかに、プライバシーマーク取得事業者に対す

る情報提供を行った。

(2)正会員証を発行した。
正会員証及び正会員ステッカーを発行した。自主基準を策定し、自らを律することによ

り員外の学習塾とは一線を画しているという正会員証を教室に掲げることで、差別化・高

品質化を図った。これにより、消費者に示しうる一定基準を満たしているという証しを協
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会が担っている。

(3) 会員サービスを行った。
正会員バッジ、オリジナルタイ止め、正会員証、正会員ステッカー等の販売、永年勤続

者及び塾生表彰状の作成、塾総合保険の運営支援、個人情報漏えい賠償責任保険制度の紹

介、学習塾にとって有益と考えられる物品・サービス等について会員に対する便宜供与を

図った。

会務事業報告

主な事業活動を報告しましたが、会務状況を下記の通り列挙いたします。

１．社員総会の開催

（１）定時社員総会の開催と決議事項

1.日 時 平成 28年 6月 12日（日）
2.場 所 東京・千代田区・アルカディア市ヶ谷

3.報告事項 平成 27年度事業報告の件
4.決議事項

1) 平成 27年度貸借対照表、損益計算書、財産目録承認の件

２．理事会の開催

（１）平成 28年度第 1回理事会
1.日 時 平成 28年 5月 15日（日）

2.場 所 東京・千代田区・サニー貸会議室

（２）平成 28年度第 2回理事会
1.日 時 平成 28年 6月 12日（日）
2.場 所 東京・千代田区・アルカディア市ヶ谷

（３）平成 28年度第 3回理事会
1.日 時 平成 28年 10月 16日（日）
2.場 所 四日市市・プラトンホテル四日市

（４）平成 28年度第 4回理事会
1.日 時 平成 29年 1月 22日（日）

定款第３２条に基づくもの

（５）平成 28年度第 5回理事会
1.日 時 平成 29年 3月 12日（日）
2.場 所 中央区・アットビジネスセンター東京駅八重洲通り

３．支部総会の開催

（１）平成 28年 5月 29日（日） 中部支部 四日市市・プラトンホテル四日市

（２）平成 28年 5月 29日（日） 近畿支部 大阪市・大阪新阪急ホテル

（３）平成 28年 5月 29日（日） 九州・沖縄支部 福岡市・八仙閣本店
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（４）平成 28年 6月 12日（日） 関東支部 千代田区・アルカディア市ヶ谷

（５）平成 28年 5月 29日（日） 北海道・東北支部 函館市・ロワジール函館

（６）平成 28年 6月 1日（水） 中国・四国支部 岡山市・岡山国際交流ｾﾝﾀｰ

４．委員会活動等について

（１）塾の日シンポジウム実行委員会

1) 平成 28年 6月 20日（月）
2) 平成 28年 6月 24日（金）
3) 平成 28年 7月 6日（水）
4) 平成 28年 10月 3日（月）
5) 平成 28年 11月 2日（水）

（２）学習塾認証判定委員会

1) 平成 28年 9月 5日（月）
2) 平成 29年 2月 14日（火）

（２）安心塾バイト認証判定委員会

1) 平成 29年 3月 13日（月）

（３）プライバシーマーク審査委員会

1) 平成 28年 5月 19日（木） 東京・豊島区 協会事務所

2) 平成 28年 8月 1日（月） 東京・豊島区 協会事務所

3) 平成 29年 2月 24日（金） 東京・豊島区 協会事務所

（４）読書作文コンク－ル専門委員会

1) 平成 28年 7月 25日（月） 読書作文コンク－ル作品募集開始

2) 平成 28年 8月 27日（土） 読書作文コンク－ル作品募集締切

3) 平成 28年 9月 1日（火） 読書作文コンク－ル支部審査開始

4) 平成 28年 9月 20日（火） 読書作文コンク－ル中央審査

5) 平成 28年 10月 5日（水） 読書作文コンク－ル最終審査

6) 平成 28年 10月 16（日） 大賞・最優秀賞発表・表彰

四日市市・プラトンホテル四日市

7) 平成 29年１月 16日（月） 第 27回コンクール対象図書選定部会

（５）学習塾振興に関する小委員会

1) 平成 28年 11月 27日（日）
2) 平成 29年 1月 14日（土）
2) 平成 29年 2月 22日（水）
2) 平成 29年 3月 18日（土）
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５．その他

（１）協会ニュースの発行

1) 平成 28年 4月 28日（木） 協会ニュース春号発行

2) 平成 28年 7月 28日（木） 協会ニュース夏号発行

3) 平成 28年 10月 27日（木） 協会ニュース秋号発行

4) 平成 29年 1月 26日（木） 協会ニュース冬号発行


